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【目的】 

近年、物質弁別や仮想単色X線の作成が可能なDual Energy (以下DE)撮影が臨床現場で実用化されている。

その利用方法の一つとして、造影剤投与後に撮影したDECT画像から仮想単純画像Virtual Non Contrast(以下

VNC) Imageを作成し、単純CTの撮影を省略することで、検査時間の短縮や被ばく低減が可能となっている。ま

た、金属アーチファクトの低減や異なる二種類の造影剤による物質弁別撮影等、応用の幅が広い1)。 

当院では、血栓回収療法後、脳内出血と造影剤漏出の鑑別の目的で、頭部DE撮影による仮想単純画像

Virtual Non Contrast(以下VNC) Imageを活用している。 

汎用型CTでDual Energy撮影のプロトコルを作成する上で、適切な撮影条件、再構成条件の設定は必須であ

る。本研究は再構成条件の相違によりVNC Imageの解析精度に影響するか比較検討した。 

 

【方法】 

使用装置はキャノンメディカルシステムズ社製Aquilion Prime SP。ファントムはGAMMEX社製Multi-Energy CT 

Phantom(直径20 cm)を用いた。ファントム内には脳実質等価ロッド、血液等価ロッド、ヨード含有血液等価ロッド

を配置し、DE撮影をした。撮影条件はTable 1に示す。得られた生データから複数の再構成関数のVNC imageを

作成した。再構成条件はTable 2に示す。機器の仕様上、Beam hardening補正を行う関数は使用できないという

制限があるため、その条件を満たす12種類の再構成関数を検討対象とした。使用した再構成関数は主な使用

部位ごとにTable 3にまとめた。 

作成したVNC image上の各ロッドに15.0 mmの円形関心領域(region of interest: ROI)を設定し、連続するスラ

イス3枚から平均CT値とその標準偏差(standard deviation: SD)を測定した。脳実質等価ロッドと血液等価ロッドの

平均CT値とSDから、脳実質ロッドを基準とした血液等価ロッドのコントラスト-ノイズ比 (contrast-to-noise 

ratio: CNR) を算出した。CNRは以下の式により算出した。 

 

𝐶𝑁𝑅 =
𝑅𝑂𝐼𝐵 − 𝑅𝑂𝐼𝐴

𝑆𝐷𝐴
                    (1) 

  

ROIA、ROIBはそれぞれ脳実質等価ロッドまたは血液等価ロッドの平均CT値、SDAは脳実質等価ロッドのROI

中のSDである。 

また、ヨード成分除去の精度を比較するため、再構成関数毎の血液等価ロッドとヨード含有血液等価ロッドの

平均CT値差を算出した。 

 

Table 2 再構成条件 

スライス厚 5.0 mm 

再構成視野サイズ 240 mm 

再構成関数 11,12,13,14,15,17, 

 18,19,41,42,43,44 

逐次近似応用再構成 なし 

 

Table 1 撮影条件 

収集方式 Dual-spin方式 

撮影方式 Wide-Volume 

ビーム幅 0.5 mm×80 row 

管電圧/管電流 135 kVp/300 mA 

 80 kVp/600 mA 

回転時間 1.0 sec/rotation 

 

Table 3 検討対象関数 

 Smooth  Sharp 

腹部 FC11 FC12 FC13 FC14 FC15 

腹部(コントラスト強調) FC17 FC18 FC19 

頭部 FC41 FC42 FC43 FC44 

 

 



【結果】 

脳実質ロッドを基準とした血液等価ロッドのCNRの測定結果をFig.1に示す。FC10番台、40番台それぞれ数字

が小さくなるにつれてCNRは高値を示す傾向がみられた。FC10番台、40番台の中でそれぞれ最も高値を示した

関数FC11、FC41を比較すると、FC11では約3.8、FC41では約4.0となった。 

ヨード成分除去の指標とした血液等価ロッドとヨード含有血液等価ロッドの平均CT値差を、再構成関数毎に

比較した結果をFig.2に示す。こちらも、FC10番台、40番台ともに再構成関数の数字が小さくなるにつれて2ロッ

ド間の差が小さくなる傾向がみられた。除去精度に優れた再構成関数は、FC11ではCT値差が4.3、FC41では

4.5である。また、CT値差が最大となったのは、FC10番台ではFC19で5.2、FC40番台ではFC43、44で5.3である。 

 

【考察】 

ヨード成分除去に関して、再構成関数間の平均CT値の差異は最大で1.0だった。当院における臨床上の頭

部CT画像の表示条件は、window levelが35、window widthが80としているため、再構成関数による影響は少ない

と考える。 

血液含有ロッドのCNRに関して、ソフトな関数において良好な結果が得られた。これは、VNC imageがノイズか

ら受ける影響が大きい為と考えられる。 

 

【結語】 

DE撮影によるVNC imageの解析精度は、再構成関数によってCNRに影響が出ることが分かった。VNC image

はノイズによって解析精度に影響を受けると考えられるため、今後、線量の適正化、画像の表示条件の設定に

ついて検討していく必要がある。 
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Fig.1 血液含有ロッドのCNRの比較 
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Fig.2 ヨード除去精度の比較 

 


